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躙

再
見
、
老
朋
友

一
九
八
八
年
十
月
、
北
京
秋
天
の

下
、
中
国
教
育
国
際
交
流
協
会
で

「
日
中

ュ
ネ
ス
コ
友
好
姉
妹
協
会
」

締
結
調
「
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

式
の
冒
頭
、
中
国
教
育
国
際
交
流

協
会
黄
仕
埼
副
会
長
は

「
日
中
友
好

の
発
展
は
人
類
の
発
展
と
幸
福
の
原

動
力
で
あ
る
」
と
挨
拶
を
さ
れ
、
北

京
市
ュ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ
協
会
陶
西
平

主
席
は
、
姉
妹
協
会
の
意
義
を
力
強

く
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
訪
中
代
表
団
団
長

の
加
藤
朗

一
広
島

ユ
ネ
ス
コ
協
会
副

会
長
は

「
日
中
友
好
の
原
点
に
立

っ

て
姿
勢
を
正
し
、
友
好
を
進
め
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
、
ま
た
、
日
本
が

か
つ
て
犯
し
た
行
為
へ
の
反
省
の
念

一
九
八
四
年
ク
ラ
ブ
発
足
、　
一
九

八
六
年
協
会
成
立
。
現
在
の
会
員
数

は

一
万
数
千
名
。
会
長
は
陶
西
平
氏

（北
京
市
教
育
局
長
）
。
小
学
、
中

学
を
主
に
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ
が
結
成

さ
れ
、
識
字
運
動
な
ど
国
際
年
の
テ

ー
マ
に
基
い
て
多
彩
な
活
動
を
展
開

し
て
い
る
。

と
広
島
市
民
の
平
和
希
求
へ
の
願
い

を
表
わ
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ゴ
九
八
九
年

一
月
、
日

中
友
好
、
姉
妹
協
会
協
定
が
発
効
し

今
日
ま
で
、
締
結
書
に
盛
ら
れ
た
交

互
の
隔
年
訪
間
が
相
次
ぎ
、
今
年
、

二
度
目
の
訪
日
団
を
広
島
に
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
広
島
市
は

一
九
九
四
年
の

ア
ジ
ア
大
会
開
催
へ
向
け
て
物
心
両

面
の
準
備
が
急
ピ

ッ
チ
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
広
島
市
民
は
、
こ
の
よ

う
な
広
島
市
の
状
況
の
中
で
、
大
会

運
営
の
た
め
の
ハ
ー
ド
面
と
ス
ポ
ー

ツ
競
技
の
枠
を
超
え
た
、
心
の
ア
ジ

ア
大
会
を
花
開
か
せ
る
た
め
に
も
、

ア
ジ
ア
の
心
を
心
と
す
る
北
京
市
の

代
表
団
か
ら
、
多
く
の
も
の
を
今
回

学
ぶ
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

〈代
表
団
の
み
な
さ
ん
〉

団
長
　
一局
　
同
福

（顧
間
、
北
京
市

教
育
局
副
局
長
）

団
員
　
謝
　
平

（秘
書
長
、
北
京
市

教
育
局
外
事
処
副
処
長
）
、

劉
　
亜
強

（理
事
、
北
京
市

少
年
官
副
主
任
）
張
　
文
換

（理
事
、
北
京
市
海
淀
区
二

里
溝
中
心
小
学
校
校
長
）
、

任
　
廷
発

（国
家
教
育
委
員

会
行
政
司
処
長
）
夏
　
小
義

（申
国
教
育
国
際
交
流
協
会

ス
タ

ッ
フ
）
胡
　
志
平

（中

国
教
育
国
際
交
流
協
会
日
本

担
当
）

〈日
程

・
広
島
〉

１０
月
２０
日

（
日
）

‐３

・
‐０
　
広
島
駅
着

‐４

・
３０
　
広
島
市
立
中
央
図
書

館
、
こ
ど
も
文
化
科

学
館
、
映
像
文
化
ラ

イ
プ
ラ
リ
ー
見
学

１０
月
２‐
日

（月
）

９

・
３０
　
広
島
大
学
附
属
小
学

校
訪
間

Ｈ

．
３０
　
広
島
市
教
育
委
員
会

表
敬
訪
問

‐３

・
３０
　
原
爆
慰
霊
碑
献
花

‐４

・
００
　
平
和
記
念
資
料
館
見

学

‐５

・
３０
　
広
島
市
牛
田
公
民
館

広
島
市
総
合
屋
内
プ

ー
ル
見
学

‐８

・
３０
　
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

ー０
月
２２
日

（
火
）

９

・
３０
　
マ
ツ
ダ
エ
場
見
学

‐４

・
２７
　
広
島
駅
発

巌
０
壼
竪
撃
痣
雲
一“

■
ご
案
内

砒
京
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ
協
会
訪
日
代
表
団

歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

日

時
　
　
１０
月
２‐
日

（
月
）
１８
時
３０
分

〈
〓
場

　

広
島
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル

〈
〓
費

　

八
千
円

器器器器
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奉
仕
の
人

ペ
ド
ロ
・ア
ル
ベ
神

一
九
七
七
年
、
広
島
市
国
際
交
流

担
当
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な

っ

た
私
は
、
荒
木
市
長
か
ら

「
戦
後
三

十
年
を
経
過
し
た
。
お
世
話
に
な

っ

た
海
外
の
方
に
お
礼
を
し
た
い
。
考

え
て
ほ
し
い
」
の
命
を
受
け
た
。

一
九
七
八
年
、
第

一
回
国
連
軍
縮

特
別
総
会
出
席
の
途
中
、
ホ
ノ
ル
ル

市
に
寄
り
、　
一
九
四
七
年
ハ
ワ
イ
広

島
県
人
会
よ
り
■
万
ド
ル
の
復
興
資

金
を
頂
い
た
お
礼
に
感
謝
状
と
記
念

品
を
持
参
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
。

こ
の
頃
、
広
島
大
学
金
沢
文
雄
教

授
よ
り
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
市
在
住
の
ペ

ド
ロ
・
ア
ル
ペ
神
父
が
脳
血
栓
で
倒

れ
ら
れ
病
床
に
あ
る
か
ら
、
市
と
し

て
、
被
爆
者
の
救
援
活
動
に
献
身
的

に
奉
仕
活
動
を
続
け
ら
れ
た
こ
と
と

ロ
ー
マ
法
王
広
島
訪
問
へ
の
進
言
に

対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
表
わ
し
て

欲
し
い
と
の
依
頼
が
あ

っ
た
。

一
九
四
六
年
八
月
二
十

一
日
号
の

一
九
八
三
年
二
月
二
十
日
、
ハ
ノ

ー
バ
ー
市
と
の
調
印
を
終
え
、
午
後

ロ
ー
マ
に
到
着
、
Ｊ

・
ピ
タ
ウ
神
父

（
元
上
智
大
学
長
）
石
野
シ
ス
タ
ー

（
ロ
ー
マ
法
王
の
日
本
語
教
師
）
と

会
っ
て
翌
日
の
ア
ル
ペ
神
父
と
ロ
ー

マ
法
王
表
敬
の
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
。

三
十

一
日
朝
ホ
テ
ル
を
出
発
、
イ
エ

ズ
ス
会
総
本
部
を
訪
れ
、　
ロ
バ
ー
ト

・
Ｔ

・
ラ
ッ
シ
ュ
神
父

（現
広
島
学

院
中
高
校
校
長
）
と
ピ
タ
ウ
神
父
の

部
屋
に
入
っ
た
。
荒
本
市
長
か
ら
被

爆
者
救
援
活
動
に
対
し
お
礼
の
こ
と

ば
が
述
べ
ら
れ
、
広
島
特
産
の
銅
虫

製
品
と
写
真
集

・
広
島
が
贈
ら
れ
る

と
、
大
変
喜
ば
れ
た
。

「
自
分
と
し

て
は
出
来
る
こ
と
を
し
た
だ
け
の
こ

と
で
す
」
と
謙
虚
な
こ
と
ば
で
あ

っ

た
。
広
島
で
の
行
動
は
少
し
も
触
れ

ら
れ
な
か

っ
た
。
神
父
が
イ
エ
ズ
ス

会
総
長
を
退
任
さ
れ
る
時
、
奉
仕
と

は
何
か
を
考
え
て
い
る
、
と
い
う
こ

と
ば
が
あ
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と

を
追
求
さ
れ
て
い
る
と
い
う
印
象
で

あ

っ
た
。
立
ち
去
る
時
、
美
し
い
金

色
の
直
径
鍋
セ
ン
チ
の
円
い
メ
ダ
ル

を
頂
い
た
。

今
年
二
月
五
日
、
死
去
さ
れ
た
。

同
十
日
祗
園
カ
ト
リ

ッ
ク
教
会
礼
拝

堂
に
は
空
席
が
な
い
ほ
ど
人
が
集
ま

り
、
瀬
戸
勝
介
神
父
が
喪
主
と
し
て

葬
儀
が
厳
か
に
行
な
わ
れ
た
。
私
は

葬
儀
を
終
え
、
帰
宅
し
、
ア
ル
ペ
神

父
か
ら
頂
い
た
メ
ダ
ル
を
取
り
出
し

じ
っ
と
見
た
。
表
は
マ
リ
ヤ
様
に
抱

か
れ
た
み
ど
り
子
の
イ
エ
ス
様
の
像

で

「
愛
」
を
、
裏
は
法
王
の
前
で
奉

仕
を
誓
う
神
父
の
像
で
あ

っ
た
。
生

き
る
こ
と
は
愛
を
も

っ
て
世
の
中
に

奉
仕
す
る
こ
と
で
あ
る
と
の
教
え
を

神
父
が
実
行
さ
れ
た
の
だ
と
思

っ
た
。

現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
大
切

さ
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
教
え
は

そ
の
活
動
の
根
源
で
あ
ろ
う
。
神
父

の
霊
の
永
遠
に
安
ら
か
ら
ん
こ
と
を
。

（広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
副
会
長
）

広
島
ア
ジ
ア
・

ウ
ィ
ー
ク
に
寄
す

加
藤
　
朗
一

昨
年
、
北
京
ア
ジ
ア
大
会
を
広
島

ユ
ネ
ス
コ
協
会
グ
ル
ー
プ
の

一
人
と

し
て
見
学
し
た
。

そ
の
際
、
北
京
市
が
公
募
し
た
二

十
二
編
の
ア
ジ
ア
大
会
の
歌
の

一
部

に
接
し
、
ま
た
そ
れ
ら
の
カ
セ
ッ
ト

テ
ー
プ
を
入
手
し
た
。
そ
の
中
か
ら

心
に
残
る
詞
句
、
若
干
を
摘
記
し
、

ア
ジ
ア
考
察
の
資
と
し
た
い
。

ア
ジ
ア
大
会
は
全
ア
ジ
ア
の
歴
史

的
な
平
和
の
祭
典
で
あ
る
。
そ
の
主

催
者
と
し
て
北
京
市
は
中
国
の
近
現

代
史
を
回
顧
し
、
感
慨
深
い
も
の
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
幾
世
紀
に

も
わ
た
る
風
雨
は
今
日
の
喜
び
の
姿

の
中
に
流
逝
す
る
」
。

ア
ジ
ア
を

一
つ
の
連
帯
世
界
と
把

握
す
る
視
点
が
詞
に
あ
る
。

「
ベ
ー

リ
ン
グ
海
峡
の
夕
陽
は
ダ
ー
ダ
ネ
ル

ス
の
朝
焼
け
と
な

っ
て
輝
く
。
北
の

雪
原
の
オ
ト
ロ
ラ
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
花

に
照
り
映
え
る
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の

略
駄
の
鈴
は
列
島
の
ギ
タ
ー
の
音
に

響
き
合
う
」

「
ガ
ン
ジ
ス
河
も
黄
河

も
ア
ジ
ア
の
血
脈
。
富
士
山
も
天
山

も
ア
ジ
ア
の
心
懐
し
」
。

ア
ジ
ア
大
会
は
諸
民
族
の
祭
典
の

場
で
も
あ
る
。
諸
民
族
が
各
々
の
美

と
力
を
誇
り
合
い
、
認
識
し
合
う
と

こ
ろ
、
理
解
と
連
帯
の
心
が
生
ま
れ

る
場
で
あ
る
。

「
ア
ジ
ア
は
共
同
の

歴
史
を
持
た
な
い
。
し
か
し
、
共
同

の
未
来
に
向
か
う
」
。

大
会
の
理
念
を
托
す
る
も
の
と
し

て
聖
火
を
象
徴
す
る
詞
が
多
い
。

「
誰
が
言
う
、
感
情
は
伝
え
る
の

が
難
し
い
と
。
わ
れ
わ
れ
の
微
笑
は

言
葉
に
勝
る
の
だ
。
誰
が
言
う
、
競

技
場
で
は
相
手
を
倒
す
の
だ
と
。
わ

れ
わ
れ
は
熱
烈
に
抱
き
合
う
の
だ
…

声
高
く
歌
お
う
、
団
結
、
友
誼
、
進

歩
。
燃
え
上
が
る
ア
ジ
ア
大
会
の
矩

火
を
高
く
掲
げ
よ
う
」
。
　
　
　
亀

（広
島
ユ
ネ
ス
コ
協
会
副
会
長
）

「
ニ
ュ
ー
ョ
ー
カ
ー
」
に
発
表
さ
れ
、

一
日
３０
万
部
売
れ
た
ジ
ョ
ン

・
ハ
ー

シ
ー
著

「
ヒ
ロ
シ
マ
」
に
、
ク
ラ
イ

ン
・
ゾ
ル
ゲ
神
父
の
行
動
を
中
心
に

長
東
修
練
院

（爆
心
地
よ
り
６
ｋ
）

で
の
活
動
が
少
し
出
て
く
る
。

ア
ル
ペ
神
父
は
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ド

リ
ー
ド
大
で
医
学
、
哲
学
、
神
学
を

専
攻
し
た
人
で
、
被
爆
時
は
長
東
修

練
院
院
長
で
あ

っ
た
。

「
修
練
院
の

典
雅
な
礼
拝
堂
に
五
十
名
ば
か
り
の

避
難
者
を
収
容
し
、
院
長
は
出
来
る

限
り
の
治
療
を
施
し
た
」
と
あ
る
。

神
父
の
活
躍
と
業
績
は
あ
の
混
乱
の

中
に
消
え
去

っ
て
い
る
よ
う
だ
。
ァ

ル
ペ
神
父
の
在
広
期
間
は

一
九
四
二

年
か
ら

一
九
五
四
年
の
十
三
年
間
で

あ
る
。
神
父
の
実
情
を
知
る
た
め
カ

ト
リ
ッ
ク
三
篠
教
会
を
訪
れ
、
ア
ル

ペ
神
父
の
治
療
で
九
死
に

一
生
を
得

て
宗
教
活
動
に
入
ら
れ
た
長
谷
川
神

父
か
ら
、
ま
た
修
練
院
の
近
所
の
方

方
か
ら
素
晴
ら
し
い
神
父
の
救
援
活

動
を
聞
い
た
。
調
査
結
果
を
市
長
に

報
告
し
、
ハ
ノ
ー
バ
ー
市
と
の
姉
妹

提
携
調
印
で
ド
イ
ツ
を
訪
れ
る
時
、

市
長
に
ヴ
ァ
チ
カ
ン
市
も
訪
れ
、
ア

ル
ペ
神
父
に
感
謝
の
気
持
ち
を
表
わ

す
こ
と
に
し
て
も
ら

っ
た
。

Pedro Arrupe神 父
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と
も
に
生
き
る
た
め
に

ユ
ネ

ス
コ
高
校
生

ア
メ
リ
カ
研
修

か
ら

ヽ
【
＞
マ
【
Ｚ
Ｏ
マ
【Ｏ
”
Ｕ
”
Ｕ
∪
．

―
ｌ

ｏ
８
０
●
ｏ
す
ｏ
く

「
余
は
、
す
で

に
共
産
党
員
に
あ
ら
ず

―
―
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
」
見
出
し
の
活
字
が
躍

っ
て

い
た
。
八
月
二
十
五
日
、
ソ
連
共
産

党
解
散
を
報
じ
る
Ｃ
∽
＞

↓
〇
∪
＞
く

紙
日
曜
版
の
第

一
面
で
あ
る
。
滞
在

し
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ホ
テ
ル
で
の

こ
と
。

深
崎
敏
之
副
会
長
を
団
長
と
し
、

広
島

ユ
ネ
ス
コ
・
ク
ラ
ブ
の
学
生
四

名

（広
大
附
高
の
男
子
二
名
、
広
島

第

一
女
子
商
高
の
女
子
二
名
）
、
両

校
の
同
ク
ラ
ブ
顧
問
各

一
名
か
ら
成

る
広
島

ユ
ネ
ス
コ
高
校
生
海
外
研
修

団

一
行
は
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
の
ジ
ョ

ン
Ｆ

・
ケ
ネ
デ
ィ
国
際
空
港
を
め
ざ

し
て
、
八
月
二
十
三
日
１８
時
１０
分
に

大
阪
空
港
を
飛
び
た
っ
た
。
広

ユ
協

の
倉
田
信
雄
顧
間
夫
妻
も
全
行
程
を

同
行
さ
れ
た
。

ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
で
の
研
修
の
中
心

は
国
連
本
部
。
あ
い
に
く
日
曜
日
だ

っ
た
た
め
加
盟
国
の
国
旗
の
掲
揚
は

な
く
、
ポ
ー
ル
だ
け
が
淋
し
そ
う
に

空
を
指
し
て
い
た
。
私
た
ち
を
含
め

た
二
十
名
ば
か
り
の
靴
音
と
案
内
職

員
の
説
明
の
声
だ
け
が
廊
下
に
響
く
。

ヒ
ロ
シ
マ
の
パ
ネ
ル
と
被
爆
し
た
遺

品
の
展
示
き
れ
て
い
る
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
何
分
間
か
を
割
い
て
か
な
り
詳

細
な
解
説
が
あ
る
。
案
内
係
は
夫
君

が
外
交
官
と
い
う
ソ
連
の
女
性
。
モ

ス
ク
ワ
出
身
と
い
う
。
冒
頭
に
述
べ

た
日
だ

っ
た
だ
け
に
印
象
に
残

っ
た
。

別
れ
際
に

「
ス
パ
シ
ェ
ー
ヴ
ァ
。
ダ

ス
ヴ
ィ
ダ
ー
ニ
ァ
／

・
（あ
り
が
と
う
。

さ
よ
う
な
ら
）
」
と
片
言
の
ロ
シ
ア

語
を
並
べ
る
と
、
こ
ば
れ
る
よ
う
な

笑
顔
が
返

っ
て
き
た
。
惜
し
む
ら
く

は
彼
女
の
も
含
め
て
案
内
は
当
然
な

が
ら
英
語
に
よ
る
こ
と
。
都
合
四
回

の
事
前
研
修
で
深
崎
団
長
か
ら
国
連

に
関
す
る
詳
し
い
資
料
に
基
く
ご
指

導
が
あ
り
、
力
を
得
た
も
の
の
、
細

部
に
わ
た

っ
て
は
ど
の
程
度
生
徒
に

理
解
で
き
た
か
。
広
大
附
高
三
年
の

Ｙ
君
に
よ
れ
ば

「
ま
あ
、
半
分
で
す

ね
」
と
の
こ
と
。
そ
う
い
え
ば
、　
一

階

ロ
ビ
ー
で
急
に
立
ち
あ
が
り
、

「
あ

っ
／
　
フ
ー
コ
ー
の
振
り
子
」

と
叫
ん
で
カ
メ
ラ
に
収
め
た
の
も
同

君
。エ

ン
パ
イ
ア
・
ス
テ
ー
ト

・
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
の
百
三
階
の
展
望
台
に
も

立

っ
た
。
Ｙ
字
路
の
角
に
饗
え
る
三

角
柱
形
の
ビ
ル
を
指
し
て

「
あ
ん
な

の
、
日
本
に
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
、こ

と
洩
ら
し
た
の
は
第

一
女
子
商
高
三

年
の
Ｓ
さ
ん
。
彼
女
の
個
人
研
究
テ

ー
マ
は

「
ァ
メ
リ
カ
の
街
並
」
で
あ

る
。
顔
を
合
わ
せ
る
と

「
ス
ー
パ
ー

ど
こ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
つ

ぶ
や
き
続
け
た
同
校
三
年
の
Ｕ
さ
ん

の
テ
ー
マ
は

「
日
米
の
物
価
比
較
」
。

つ
ら
れ
て
入
り
、
お
義
理
で
買
わ
さ

れ
た
プ
ラ
ム
が
存
外
に
美
味
し
か
っ

た
。セ

ン
ト
ラ
ル

・
パ
ー
ク
の
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
美
術
館
で
過
ご
し
た
静
か

な
時
間
を
最
後
に
、
三
日
間
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
の
研
修
を
終
え
、
次
な

る
訪
間
地

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
を
め
ざ
し

て
ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港
を
飛
び
立
つ
。

起
床
午
前
四
時
と
い
う
、
信
じ
ら
れ

な
い
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ

っ
た

が
、
全
員
し
っ
か
り
目
を
覚
ま
し
た
。

途
中
で
立
ち
寄

っ
た
テ
ネ
シ
ー
州
メ

ン
フ
ィ
ス
は
、
エ
ル
ヴ
ィ
ス
・
プ
レ

ス
リ
ー
の
出
生
の
地
。
さ
す
が
に
空

港
内
売
店
に
は
彼
の
姿
を
プ
リ
ン
ト

し
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
目
立

っ
た
。

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
の
研
修
は
日
米

文
化
セ
ン
タ
ー
と
日
本
の
Ｗ
製
薬
ア

メ
リ
カ
本
社
の
訪
間
。
と
く
に
後
者

で
は
原
料
か
ら
製
品
に
至
る
ま
で
の

全
工
程
を
詳
し
い
説
明
を
う
か
が
い

な
が
ら
見
学
し
た
。
原
料
な
ど
の
検

閲
、
在
庫
管
理
シ
ス
テ
ム
等
の
日
米

の
違
い
、
殆
ん
ど
が
現
地
人
の
従
業

員
と
の
意
思
疎
通
な
ど
、
当
初
は
苦

労
が
絶
え
な
か
っ
た
と
伺

っ
た
。
同

社
に
は
丸

一
日
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
い

た
上
に
、
昼
食
に
湖
畔
の
レ
ス
ト
ラ

ン
で
イ
タ
リ
ア
料
理
を
ご
馳
走
に
な

っ
た
。
こ
こ
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ヴ
ィ

エ
ホ
は
世
界
で
最
も
気
候
の
お
だ
や

か
な
土
地
の

一
つ
と
言
う
。
心
な
し

か
湖
面
を
渡

っ
て
く
る
そ
よ
風
も
私

た
ち
の
頬
に
快
か
っ
た
。

た
だ

一
つ
心
残
り
は
広
大
附
高

一

年
の
Ｉ
君
が
あ
れ
ほ
だ
桑

し
み
に
し

て
い
た
ド
ジ
ャ
ー
球
場
で
の
大
リ
ー

グ
観
戦
が
日
程
の
関
係
で
実
現
で
き

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
テ
ー

ミ

ッ
シ
ョ
ン

・
ヴ
ィ
エ
ホ

百

ス
７

ノ
ゼ
ル
こ

の

一
行

マ
は

「
メ
ジ
ャ
ー

・
リ
ー
グ
研
究
」
。

み
ず
か
ら
軟
式
野
球
班
に
も
所
属
し

て
い
る
同
君
は
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
で

買

っ
た
ホ
フ
イ
ト

・
ソ
ッ
ク
ス
の
野

球
帽
に
ご
満
悦
で

「
日
本
に
は
売

っ

と
ら
ん
け
―
ね
」
と
終
始
そ
れ
を
愛

用
し
て
気
を
紛
ら
わ
せ
て
い
た
。
い

さ
さ
か
禁
を
破

っ
て
４２
番
街
辺
り
ま

で
私
と
足
を
の
ば
し
た
と
き
に
見
つ

け
た
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
大
都
会
で
の
治

安
の
悪
さ
は
聞
き
し
に
ま
さ
る
も
の

が
あ
っ
た
。
最
初
に
訪
れ
た
十
数
年

前
の
Ｎ
Ｙ
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ

ど
深
刻
化
し
て
い
る
と
い
う
感
を
強

く
し
た
。
目
を
覆
う
ば
か
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
と
思
う
。
し
か
し
、
こ
れ

も
同
じ
地
球
人
と
し
て
の
私
た
ち
の

仲
間
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
の
現
実
で
あ

り
、
そ
の
彼
ら
と
と
も
に
生
き
る
に

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
。
彼
ら
の
悩

み
を
自
分
自
身
の
そ
れ
と
と
ら
え
、

そ
の
解
決
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
。

そ
れ
を
日
常
の
生
活
で
ど
う
具
現
し

て
い
く
か
。
こ
れ
ら
の
問
い
か
け
こ

そ
が
、
今
回
の
海
外
研
修
で
の
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
と
お
し
て
、
改
め
て

四
名
の
高
校
生
の

一
人
ひ
と
り
が
自

か
ら
に
課
す
テ
ー
マ
で
あ
る
は
ず
だ
。

２‐
世
紀
に
生
き
る
彼
ら
の
旅
は
、
ま

さ
に
こ
の
時
点
か
ら
始
ま

っ
た
と
言

え
よ
う
。

（広
島
ュ
ネ
ス
コ
協
会
常
任
理
事
）
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サ
ロ
ン
と
は
言
い
な
が
ら
、
講
義

ス
タ
イ
ル
が
、
し
か
も
、
外
国
の
政

治
、
経
済
事
情
が
多
く
を
占
め
て
い

た
当
サ
ロ
ン
に
あ

っ
て
、
こ
の
と
こ

ろ
変
化
球
が
多
投
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
。
軟
化
路
線
、
い
や
柔
軟
路
線
の

兆
候
は
、
サ
ロ
ン
案
内
に
付
け
た
ア

ン
ケ
ー
ト

「
講
師
に
こ
の
人
を
」
が

反
映
し
た
も
の
と
言
え
そ
う
。

後
記
の

″演
し
も
の
″
か
ら
、
そ

の
変
化
を
紹
介
す
る
と
、

「
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
菓
子
」
は
講
師
自
か
ら
の
手

に
な
る
菓
子
を
賞
味
し
な
が
ら
の
美

味
し
い
集
い

（写
真
）
。
つ
づ
い
て

「
ヨ
！
ロ
ッ
パ
の
菓
子
」
に
舌
鼓

翌
月
の

「
チ
ェ
コ
と
わ
た
し
」
は
、

「
ュ
ー
モ
レ
ス
ク
」
な
ど
の
パ
イ
オ

リ
ン
生
演
奏
付
き
と
い
う
文
字
ど
お

り
鳴
り
物
入
り
の
心
和
む
サ
ロ
ン
と

な
っ
た
。
つ
づ
い
て
９
月
度
は
マ
ル

タ
の
ア
マ
チ
ュ
ア
映
画
の
傑
作
と
講

師
制
作
の
ヒ
ロ
シ
マ
映
画
の
上
映
が

あ
り
、
興
趣
に
富
む
も
の
が
連
続
し

た
。今

月
、

１０
月
２７
日
（日
）
は

「中
国

近
代
絵
画
の
源
流
」
と
題
し
て
北
京

中
央
美
術
学
院
李
行
簡
教
授
の
話
が

企
画
さ
れ
て
お
り

（１４
時
か
ら
、
本

通
リ
ア
ン
デ
ル
セ
ン
で
）
、
期
待
さ

れ
る
。
本
年
上
半
期
の
経
過
は
次
の

と
お
り
。

□
５
月
２５
日

「
イ
ン
ド
の
最
新
社

会
事
情
′
イ
ン
ド
の
農
村
開
発
調
査

（
一
九
七
二
′

一
九
九
〇
年

・
八
回

調
査
）
に
従
事
し
て
」
藤
原
健
蔵
氏

（広
島
大
学
文
学
部
教
授
）

□
６
月
２９
日

「
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
お

菓
子
の
歴
史
」
熊
崎
賢
三
氏

（
モ
ー

ツ
ア
ル
ト
技
術
顧
間
）

□
７
月
２０
日

「
チ
ェ
コ
と
わ
た
し
」

中
畝
み
ど
う

（
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
）

□
８
月
２４
日

「
わ
た
し
の
見
た
日

本

。
日
本
人
」
Ｇ

・
キ
ャ
メ
ロ
ン
・

ハ
ー
ス
ト
氏

（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立

大
学
広
島
校
学
長
）

□
９
月
２‐
日

「
ヒ
ロ
シ
マ
国
際
ア

―
―
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｊ

マ
チ
ュ
ア
映
画
祭
に
み
る
内
外
作
家

の
視
点
」
川
本
昭
人
氏

（
ヒ
ロ
シ
マ

国
際
ア
マ
チ
ュ
ア
映
画
祭
実
行
委
員

広
島
エ
イ
ト
ク
ラ
ブ
会
長
）

▼
９‐
年
度
広
島
ュ
ネ
ス
コ
協
会
総
会

９‐
年
度
計
画
等
を
討
議
、
可
決
。

役
員
改
選
は
名
誉
会
長
は
荒
木
武
前

市
長
退
任
、
平
岡
敬
現
市
長
就
任
。

婦
人
会
員
の
理
事
新
任
多
数
。
青
年

部
活
動
強
化
の
意
見
な
ど
出
る
。
出

席
２５
名
。

（５
月
２５
日
、
ア
ン
デ
ル

セ
ン
）

▼
ユ
ネ
ス
コ
会
員
受
賞
祝
賀
会

文
部
大
臣
表
彰
受
賞
の
内
田
憲
至

常
任
理
事

（視
聴
覚
教
育
分
野
で
）

同
じ
く
太
鼓
矢
晋
常
任
理
事

（国
際

理
解
教
育
分
野
で
）
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送

文
化
賞
受
賞
の
高
橋
昭
博
常
任
理
事

今
年
度
総
会

　

　

中
央
公
園
芝
生
広
場

内

田

、
太

鼓

矢

、
古
間
橋

三
氏

（左

か
ら

）

を
囲
ん
で
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
開
く

（４

月
６
日
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
）

▼
ユ
ネ
コ
全
国
大
会
参
加

河
村
盛
明
顧
間
、
倉
田
信
雄
顧
問

深
崎
敏
之
副
会
長
、
信
井
正
行
事
務

局
長
参
加

（
９
月
２８

・
”
日
、
東
京

都
庁
）

▼
１０
月
２５
日

（金
）

「
柳
田
邦
男
氏

講
演
会
」

（別
掲
）

▼
１０
月
２７
日

（日
）
第
３２
回
ュ
ネ
ズ

コ
国
際
交
流
サ
ロ
ン

「
中
国
近
代
絵

画
の
源
流
」
北
京
中
央
美
術
学
院
教

授

・
李
行
簡
氏
。

１４
時
、
ア
ン
デ
ル

セ
ン

▼
１０
月
２７
日

（
日
）

「
ぺ
あ
せ
ろ
べ

９‐
」
。
在
広
外
国
人
と
日
本
人
と
の

交
歓
の
つ
ど
い
。

１０
時
′
、
広
島
市

日 時 10月 25日 (金)1時30分

会 場 広島市西区民文化センター

講 師 柳田 邦男氏

(評論家、ノンフィクション作家、NHK

解説委員。ボーン上田国際記者賞、大宅壮

一ノンフィクション賞、日本対ガン協会賞

など受賞)_

主 催 広島県、広島ユネスコ協会

後 援 広島市民生委員・児童委員協議会、中国新

聞社、NHK広 島放送局

協 賛 湧永製薬 (株 )

ヒ～


